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気
仙
沼
湾
に
浮
か
ぶ
大
島

は
約
３
０
０
０
人
が
暮
ら
す

東
北
最
大
の
島
。
大
島
生
ま

れ
の
小
野
寺
さ
ん
は
「
大
島

は
穏
や
か
な
気
候
。
気
仙
沼

の
本
土
よ
り
夏
は
涼
し
く
、

冬
は
暖
か
い
の
で
、
私
は
年

中
散
歩
し
て
い
ま
す
」
と
穏

や
か
に
語
る
。

　

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
最

南
端
に
あ
る
「
龍た

つ
ま
い
ざ
き

舞
崎
」。
最

寄
り
の
駐
車
場
か
ら
遊
歩
道

を
進
む
。
こ
の
日
は
快
晴
。

松
林
越
し
に
広
が
る
海
は
透

き
通
っ
た
群
青
色
で
、
中
の

海
藻
ま
で
は
っ
き
り
見
え
る
。

小
野
寺
さ
ん
は
「
天
気
が
い

い
日
は
海
の
底
ま
で
見
え
ま

す
。
今
日
は
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
」
と
に
っ
こ
り
。

　

の
ん
び
り
と
歩
く
こ
と
約

15
分
。
灯
台
近
く
の
展
望
所

か
ら
、
漁
船
や
金
華
山
、
牡

鹿
半
島
が
見
え
た
。「
水
平
線

が
平
ら
で
は
な
く
丸
く
見
え

ま
せ
ん
か
。
地
球
が
丸
い
と

実
感
で
き
る
場
所
」
と
小
野

寺
さ
ん
。
し
け
の
翌
日
は
岩

に
波
が
打
ち
寄
せ
て
、
龍
が

舞
い
上
が
る
よ
う
に
し
ぶ
き

を
上
げ
る
様
は
圧
巻
だ
。

　

再
び
車
に
乗
り
、
小こ

だ田
の

浜
ビ
ー
チ
へ
。
小
野
寺
さ
ん

は
「
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
浜
を
囲
む
よ
う
に
あ
っ
た

松
林
は
流
さ
れ
ま
し
た
が
、

白
浜
と
海
の
美
し
さ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
」
と
半
円
形
を
描

く
波
打
ち
際
に
目
を
向
け
る
。

　

小
田
の
浜
ビ
ー
チ
と
島
随

一
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
亀
山

の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
み
ち
び

き
地
蔵
は
、
古
く
か
ら
死
者

を
天
国
に
導
く
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
て
き
た
。
震
災
の
津

波
で
お
堂
と
３
体
の
地
蔵
は

流
失
し
た
が
、
全
国
か
ら
の

支
援
で
再
建
。
現
在
は
京
都

府
綾
部
市
で
建
造
さ
れ
た
お

堂
と
、
６
体
の
地
蔵
が
並
ぶ
。

　

一
番
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
は

島
北
側
に
あ
る
標
高
２
３
５

㍍
の
亀
山
。
最
寄
り
の
駐
車

場
か
ら
頂
上
の
展
望
台
ま
で

は
、
徒
歩
15
分
ほ
ど
の
上
り

坂
。
な
か
な
か
の
運
動
だ
が
、

展
望
台
か
ら
の
３
６
０
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
は
必
見
。
新
し

い
気
仙
沼
大
島
大
橋
を
真
横

か
ら
眺
め
ら
れ
、
奥
に
は
気

仙
沼
市
の
本
土
が
広
が
る
。

唐
桑
半
島
が
近
く
、
小
田
の

浜
ビ
ー
チ
や
龍
舞
崎
を
違
う

角
度
か
ら
見
る
の
も
面
白
い
。

　
「
涙
の
松
」
の
伝
説
が
残
る

地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
小

野
寺
さ
ん
は
「
そ
の
昔
、
台

風
に
遭
っ
た
カ
ツ
オ
船
が
あ

り
ま
し
た
。
家
族
は
松
の
苗

を
植
え
て
待
ち
続
け
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
船
は
帰
ら
ず
、

い
つ
し
か
『
涙
の
松
』
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

漁
業
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
島

な
ら
で
は
の
伝
説
」
と
教
え

て
く
れ
た
。

　

他
に
も
大
島
神
社
や
国
の

天
然
記
念
物
の
十く

ぐ
な
り
八
鳴
浜は
ま
な

ど
名
所
が
い
っ
ぱ
い
。
日
帰

り
は
も
ち
ろ
ん
、
宿
泊
し
て

の
ん
び
り
過
ご
す
の
も
お
勧

め
だ
。

　気仙沼市の本土と大島を結ぶ気仙沼大島大橋が4月に開通
し、船でしか行き来できなかった離島へのアクセスが便利に
なった。大島は三陸復興国立公園の中にあり、透き通った海、
真っ青な空、緑の木々など豊かな自然が魅力。新しい橋を通っ
て島に渡り、ゆったりと散策しよう。大島在住の小野寺しめ子さ
んに見どころを教えてもらった。　　　　　   ※3、4面に関連記事

★
大島 田中浜

浦の浜港

気仙沼大島
観光協会

気仙沼大島大橋

亀山

みちびき地蔵

小田の浜
ビーチ

★

●

●

大島神社 十八鳴浜● ●

龍舞崎★

小前見島

大前見島

小野寺しめ子さん
　気仙沼市大島出身。4年前まで観
光ボランティアガイドとして活躍。
現在は小学校や保育所、児童館で
読み聞かせなどをしている。79歳。

真
っ
白
な
3
5
6
㍍
の
ア
ー
チ

橋
が
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
と

真
っ
青
な
空
に
映
え
る

駐車場と龍舞崎を結ぶ遊歩道。
7月には白いハマギクを咲かせる

亀山の頂上は汗を流
してでも登る価値の
あるビュースポット

震災の津波が押し寄せた
みちびき地蔵

海
藻
が
見
え
る
透
明
度

再
建
さ
れ
た
お
堂

亀
山
か
ら
の
絶
景

三陸自動車道気仙沼中央IC
から気仙沼大島大橋まで車
で約20分

行
き
方

高校時代は船で本土に通学してい
ました。橋が架かったら本土まで
車を運転しようと、50代で免許
を取りました。開通後は安全運転
で早速橋を渡りました。本土が近
くなり、とても便利ですね

気仙沼市
大島

案内人

小前見島

宮
城
の
島
を

　
　 

歩
こ
う
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奥
松
島
に
あ
る
宮
戸
島
は

松
島
湾
で
最
大
面
積
を
誇
る
。

シ
ン
ボ
ル
は
標
高
約
１
０
６

㍍
の
大
高
森
。
登
山
口
か
ら

徒
歩
約
15
分
で
山
頂
の
展
望

台
に
到
着
す
る
。
松
島
四
大

観
の
一
つ
「
壮
観
」
と
し
て

知
ら
れ
、
展
望
台
か
ら
の
眺

め
は
ま
さ
に
壮
観
。
松
島
湾

に
浮
か
ぶ
大
小
の
島
々
を
一

望
で
き
る
。
特
に
晴
れ
た
日

の
夕
景
は
、
海
が
赤
く
な
り

幻
想
的
で

美
し
い
。

　

宮
戸
島

に
は
昨

年
、
韓
国
・

済チ
ェ
ジ
ュ州
島

発
祥
の
ト

レ
ッ
キ
ン

グ
「
オ
ル

レ
」
の
奥
松
島
コ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
、
自
然
や
歴
史
に
触

れ
な
が
ら
散
策
で
き
る
。
カ

ン
セ
や
リ
ボ
ン
と
い
っ
た
目

印
を
た
ど
っ
て
、自
分
の
ペ
ー

ス
で
歩
こ
う
。
宮
戸
地
区
復

興
再
生
多
目
的
施
設
「
あ
お

み
な
」
は
飲
食
店
や
土
産
店
、

駐
車
場
を
完
備
し
、
散
策
の

拠
点
に
便
利
。
周
辺
の
地
図

な
ど
が
用
意
さ
れ
、
観
光
情

報
も
入
手
で
き
る
。

　

夏
は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ

う
網
地
白
浜
海
水
浴
場
は
、

透
明
度
が
高
い
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
の
海
が
特
徴
。
風

雨
に
よ
っ
て
美
し
い
造
形
美

を
醸
し
出
す
ド
ワ
メ
キ
崎
か

ら
は
、
太
平
洋
や
金
華
山
を

一
望
で
き
る
。

　

２
年
ぶ
り
に
石
巻
市
を
中

心
に
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ト
・

音
楽
・
食
の
祭
り
「
リ
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
９
」
は
網
地
島
も

会
場
の
一
つ
に
な
る
。「
ネ
ク

ス
ト
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
エ

リ
ア
テ
ー
マ
に
、
俳
優
の
浅

野
忠
信
さ
ん
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
バ

リ
ー
・
マ
ッ
ギ
ー
さ
ん
ら
国

内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参

加
。
網
地
港
近
く
の
巨
大
壁

画
を
は
じ
め
と
し
た
屋
外
展

示
や
映
像
作
品
を
公
開
す
る
。

　

作
品
鑑
賞
に
は
専
用
パ
ス

ポ
ー
ト
が
必
要
。
島
内
は
基

本
的
に
徒
歩
で
の
散
策
に
な

る
。
ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
る
、

食
事
付
き
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

バ
ス
ツ
ア
ー
（
要
申
し
込
み
）

も
あ
る
。
情
報
は
随
時
、
公

式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
紹
介
。

韓
国
発
祥
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
を
整
備

今
夏
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
の
舞
台
に

網
地
島
を
代
表
す
る
網
地
白
浜
海
水
浴
場

大
高
森
の
頂
上
か
ら
眺
め
た
松
島
湾
の
夕
景

三陸自動車道鳴瀬奥松島ICからあおみなま
で車で約20分

行
き
方

網地島ラインで、石巻（中央・門脇）発着
所から網地港まで60～80分または鮎川港か
ら網地港まで25～40分

行
き
方

宮城
の島を歩こう

開催日／8月3日㈯～9月29日㈰※網地島での展示は8月20日㈫から
作品鑑賞パスポート／当日一般3000円、高・大・専門学生2500円

（前売りは500円引き）。中学生以下無料

リボーンアート・フェスティバル2019

　2019年から宮城県版ウオーキングアプリの運用が始まった。スマー
トフォンの歩数計アプリ「a

ア ル ク ト

ruku&」をダウンロードして、団体コード
「miyagiken」と入力する。アプリ内では県内のご当地キャラクターたち
が歩くことをサポートしてくれる。県内のウオーキングコース、ウオーキン
グイベントなどの情報収集にも便利だ。歩数によって景品がもらえ、健康
づくりの励みになる。

問／宮城県健康推進課
　　TEL022-211-2624

宮城県版ウオーキングアプリが登場

健康づくりに役立てよう

　県内にはまだまだ個性的な島
がある。シニア世代が楽しく歩け
るスポットを紹介しよう。

吸
い
込
ま
れ
そ
う
な

海
が
広
が
る
ド
ワ
メ
キ
崎

オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る
リ
ボ
ン

石巻市
網
あ

地
じ

島
し ま

東松島市
宮
み や

戸
と

島
じ ま

もっと

リボーンアートみやぎウオーキングアプリ
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塩
釜
港
か
ら
塩
釜
市
営
汽

船
に
乗
り
、
島
に
向
か
う
途

中
の
景
観
も
浦
戸
の
魅
力
だ
。

　「
天
候
の
穏
や
か
な
日
は
海

上
か
ら
泉
ケ
岳
や
栗
駒
山
の

稜
線
も
く
っ
き
り
見
え
ま
す

よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
は

市
浦
戸
振
興
課
長
の
村
上
昭

弘
さ
ん
。「
春
は
桜
、菜
の
花
、

ツ
バ
キ
。夏
は
海
水
浴
、釣
り
。

秋
は
紅
葉
と
、
島
に
は
季
節

ご
と
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

島
歩
き
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ

も
増
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
7
月
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
植
え
た
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
花
畑
が
美
し
い

野
々
島
。
島
と
島
の
間
は
無

料
の
渡
し
船
も
利
用
し
て
移

動
し
た
い
。
市
営
汽
船
の
乗

船
券
売
り
場
前
で
、
島
の
見

ど
こ
ろ
や
ト
イ
レ
、
渡
し
船

な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
た「
島

歩
き
マ
ッ
プ
」
を
無
料
配
布

し
て
い
る
。

　
県
立
自
然
公
園
の
中
に
あ

る
浦
戸
諸
島
で
キ
ャ
ン
プ
や

た
き
火
は
で
き
な
い
。
ま
た

花
な
ど
の
植
物
も
採
取
不
可
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
は
な
い
た
め
、
弁
当
や
飲

み
物
は
持
参
し
よ
う
。

　浦戸諸島の復興を応援する無添加のパンや菓
子が地域の新名物として話題だ。手掛けている
のはカフェ「花薫る喫茶処 蕾」を営む羽生裕二
さん。島の椿油を使った焼き菓子をはじめラベンダー、ローズマリー、カモミールなどから酵
母を起こしたり、練り込んだり、煮出したりして洋菓子やパンを焼き、同カフェで提供。収益
の一部を島おこし事業に役立てている他、各地のイベントなどに出店し浦戸の魅力をPRして
いる。先天性の聴覚障害のある羽生さんは菓子やパンを通じて社会的弱者の雇用創出も目指し
ていて、取り組みは「浦戸の花物語プロジェクト」としてSNSで情報発信している。

　東日本大震災で被災した太平洋沿岸地域に整備された歩道を歩
き、復興を後押ししていこうと環境省が2013年から進めてきた
「みちのく潮風トレイル」事業。19年には浦戸諸島を含む新区
間が完成、6月に八戸市から相馬市までを結ぶ全長1000㌔を超
えるトレイルルートが全線開通した。併せて寒風沢島から宮戸島
までをつなぐ新航路も登場。ルートマップを参考にコースを選
び、参加者それぞれの体力や目的に合わせて歩くことができる。
マップは下記の「名取トレイルセンター」で配布している。

ひと休みのお供・土産にいかが
浦戸の花で作った菓子

太平洋沿岸を「歩いて応援」
浦戸を含む全区間が開通

花薫
か お

る喫茶処
どころ

 蕾
つぼみ

みちのく潮風トレイル

　浦戸諸島は日本三景・松島の一部を構成する離島。
「桂島」「野々島」「寒風沢島」といった島々にハイキ
ングコースが整備され、自然や歴史、文化が感じられ
る個性豊かなビュースポットとともに散策が楽しめる。

桂島
馬放島

桂島
海水浴場

二度森展望台

石浜崎

野々島

朴島

ラベンダー畑

六地蔵

日和山
展望台

寒風沢島

菜の花畑

★

★

★ ★

★

★
★

マリンゲート塩釜

●

四
季
折
々
の
風
景
魅
力

取材協力／塩釜市営汽船TEL022-361-7710、市観光交流課TEL022-364-1165

桂島海水浴場は7月中旬ごろにオープン。
昨年、子ども用遊具が新設された。売店、
シャワー、仮設トイレ、脱衣所がある

塩釜市営汽船が各島とマリン
ゲート塩釜間を運航している

野々島のラベンダー畑

マリンゲート塩釜から桂島
まで市営汽船で約20分

行
き
方

塩釜市
浦戸諸島

カフェやプロジェクトの詳細はData Data塩釜市海岸通4-1プチパレビル2階 名取市閖上5-300-31-1
休／火曜　開／9:00～17:00（12～3月は16:00まで）
TEL022-398-6181

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ク
レ
ー
ム

ブ
リ
ュ
レ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

浦戸の花物語プロジェクト
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東北福祉大特任准教授・健康運動指導士 鈴木玲子先生

　専門は高齢者の筋力トレー二ングとリズム体操。大学での授業の他、東北福祉大
予防福祉健康増進推進室「仙台元気塾」の講師も務め、ダンベル体操の健康づくり
を行う。ロコモティブシンドローム啓発ソング「ロコモかしこもサビないで」に合わせ
たロコモ体操が好評。地域での活動が評価され公益財団法人「運動器の健康・日本
協会」より2019年日本賞の奨励賞を受賞した。

　アキレス腱を伸ばすと足首の
可動域を広げ、急な動きに柔軟
に対応できます。手を合わせる
といった触れ合いを通して、初
対面の人と自然と打ち解けるこ
とができます。

モデル／東北福祉大健康科学部医療経営管理学科3年
　　　　石田虎太郎さん
　　　　小柴圭人さん

　近所で、旅先で…と、どこでも気軽にできるウオーキン
グは、健康づくりや仲間づくりにつながります。ですが、加
齢とともに柔軟性や筋肉は衰え、突然勢いよく歩き出すの
は大変危険です。捻挫やけがの予防のために、ウオーキン
グの前後に体の筋肉をほぐしましょう。4回シリーズの初回
は、ペアで楽しく行えるアキレス腱のストレッチです。

　向かい合って両手
を合わせ、両肘を伸ば
す。かかとを床に付け
たまま、足を前後に開
く。両肘は伸ばしたま
ま、互いに押し合う。

　かかとを上げ
下げして動かし
ながら足首のス
トレッチ。

①手と手を合わせて「こんにちは！」 ②ぐっと近づいて「よろしくね！」

　東北福祉大仙台駅東口キャンパス地下1階にある「仙台元気塾」では、健康増進・介護予防を目的とした運
動教室やアート教室を開催しています。「身体のために何か始めてみたい」「ハリのある生活を送りたい」な
ど健康づくりの一歩を踏み出したい方をサポート。一人一人に合った“元気”を提案してくれます。見学希望者
は気軽にお問い合わせください。
問／仙台元気塾 TEL022-742-2886

「仙台元気塾」で自分の“元気”と向き合おう

監修

ウオーキング
のための

太もも伸ばし次回予告

まとめ

足は前に踏み込む
ような感覚です

壁をリズミカルに
押すイメージです

壁に向かって手を付く
イメージです

フレンドリ 
   トレッチ

①アキレス腱
けん

伸ばし

足を前後入れ替えて①②を行う

ここを
伸ばします

ウオーキングは1人よ
り仲間と一緒に行う
方が、より運動効果が
高まるという報告があ
ります。ストレッチも、
1人よりペアの方が負
荷が掛かり、より効果
的にできます
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イ
ベ
ン
ト

＆

ト
ピ
ッ
ク
ス

◆第10回新風展
8月24日㊏～9月1日㊐10:00～18:00

　

日
本
の
工
芸
の
未
来
を
担

う
若
い
作
り
手
の
可
能
性
を

紹
介
す
る
夏
恒
例
の
企
画
展
。

毎
年
、
東
北
を
中
心
と
す
る

若
手
作
家
の
作
品
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
。
10
周
年
を

迎
え
る
今
年
は
、
染
織
や
時

計
、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
、
木
工
、

金
工
な
ど
の
作
品
を
展
示
販

売
。
染
織
家
で
主
催
者
の
笠

原
博
司
さ
ん
に
よ
る
特
別
出

品
も
あ
る
。
会
期
中
無
休
、

入
場
無
料
。

　

初
日
24
日
㈯
は
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
と
と
も
に
、
笠
原

さ
ん
と
出
展
作
家
に
よ
る
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。

会場・問／工藝
げい

藍學舎
　　　　（加美町字西町78）
　　　　  TEL0229-63-4739
http://rangakusha.jp

◆悪運斬り合同抜刀会
毎月第４土曜12:00から

　
「
勝
負
の
神
」
と
し
て
知

ら
れ
る
秋
保
神
社
で
悪
運
と

の
縁
切
り
を
願
う
人
た
ち
に

よ
る
「
悪
運
斬
り
抜
刀
」
の

奉
納
が
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
。

抜
刀
道
家
・
阿
部
吉
宏
さ
ん

の
指
導
の
下
、
参
加
者
自
ら

真
剣
を
抜
い
て
巻
き
わ
ら
を

一
刀
両
断
し
勝
利
や
心
願
成

就
、
目
標
達
成
を
祈
る
。
参

加
料
は
奉
納
用
記
名
入
り
の

ぼ
り
、
お
守
り
、
お
札
授
与
、

祈
と
う
初
穂
料
込
み
1
人

３
万
円
。
秋
保
神
社
ま
で
足

を
運
べ
な
い
人
の
代
わ
り
に

抜
刀
し
、
祈
願
す
る
「
悪
運

斬
り
身
代
り
抜
刀
」
は
２
万

円
。
い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
、

申
し
込
み
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

で
受
け
付
け
て
い
る
。

会場・問／秋保神社
　　　　（仙台市太白区秋保町長袋字清水久保北22）
　　　　  TEL022-399-2208
http://akiu.org

　

阿
武
隈
急
行
の
沿
線
地
域

を
舞
台
に
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
。
８
月
４
日
㈰

は
「
伊
達
・
も
も
の
里
コ
ー

ス
」、
９
月
29
日
㈰
は
「
角
田
・

斗
蔵
山
コ
ー
ス
」
な
ど
テ
ー

マ
を
変
え
て
開
催
す
る
。
花

や
名
所
を
眺
め
、
マ
イ
ペ
ー

ス
に
楽
し
も
う
。
休
憩
地
点

や
ゴ
ー
ル
で
は
、
菓
子
や
飲

み
物
の
も
て
な
し
を
受
け
ら

れ
る
。

　

参
加
料
は
１
回
２
０
０

円
。
参
加
者
は
阿
武
隈
急
行

線
が
1
日
乗
り
降
り
自
由
に

な
る
「
全
線
フ
リ
ー
乗
車
券
」

（
６
０
０
円
）
を
購
入
で
き
る
。

詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
。

問／阿武隈急行
　　TEL024-577-7132
http://www.abukyu.co.jp/

◆あぶQウオーク2019
12月まで6回開催

※
価
格
は
商
品（
１
点
）の
総
額（
本
体
価
格
＋
消
費
税
）

　

鉄
道
映
画
の
代
表
的
な
パ
タ
ー
ン
は
走
行
中

の
列
車
を
舞
台
に
し
た
サ
ス
ペ
ン
ス
で
す
ね
。こ

れ
ま
で
紹
介
し
た「
新
幹
線
大
爆
破
」や「
カ
サ

ン
ド
ラ
ク
ロ
ス
」は
、そ
の
白
眉
と
も
言
え
る
映

画
で
す
。今
回
も
邦
画・洋
画
か
ら
素
晴
ら
し
い

映
画
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
い
き
い
き
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ク
ラ
ブ
会
員
／
大
澤
武
信
）

　

退
役
自
衛
官
が
企
て
る

ク
ー
デ
タ
ー
を
描
い
た
小
林

久
三
作
の
小
説
を
映
画
化
し

た
も
の
。
そ
の
数
年
前
に
起

き
た
三
島
由
紀
夫
の
市
谷
で

の
事
件
の
影
響
を
感
じ
さ
せ

る
場
面
も
あ
り
、重
厚
な
タ
ッ

チ
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
一
辺
倒
で
腐
敗
し

き
っ
て
い
る
現
政
権
、
そ
し

て
民
主
主
義
に
よ
る
日
本
古

来
の
伝
統
の
不
純
化
に
対
し

「
皇
帝
の
い
な
い
八
月
」
を
宣

言
。
東
上
正
元
一
等
陸
尉（
山

崎
努
）
ら
率
い
る
各
部
隊
に

よ
り
、
日
本
各
地
で
同
時
多

発
的
な
ク
ー
デ
タ
ー
は
実
行

に
移
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の

一
つ
に
長
崎
発
東
京
行
き
寝

台
特
急
「
さ
く
ら
」
が
選
ば

れ
た
の
で
し
た
。

　

列
車
を
舞
台
に
政
府
と
交

渉
す
る
藤
崎
顕
正
元
一
等
陸

尉
（
渡
瀬
恒
彦
）、
藤
崎
を
止

め
よ
う
と
す
る
妻
杏
子
（
吉

永
小
百
合
）
と
、
偶
然
乗
り

合
わ
せ
た
杏
子
の
元
恋
人
石

森
（
山
本
圭
）
と
の
過
去
の

恋
愛
関
係
も
交
錯
し
ま
す
。

　

直
前
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
察

知
し
た
政
府
は
内
閣
調
査
室

の
利
倉
保
人（
高
橋
悦
史
）と
、

杏
子
の
父
で
自
衛
隊
警
務
部

長
の
江
見
為
一
郎
（
三
國
連

太
郎
）
を
中
心
に
捜
査
が
展

開
さ
れ
、政
府
に
よ
っ
て
次
々

に
鎮
圧
さ
れ
最
後
に
残
っ
た

の
は
「
さ
く
ら
」
の
み
。
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
で
は
爆
破
さ
れ

ま
す
が
、
例
に
よ
っ
て
旧
国

鉄
〝
全
面
非
協
力
〞
で
の
撮

影
で
し
た
。

　

シ
カ
ゴ
で
行
わ
れ
る
妹
の

結
婚
式
に
出
る
た
め
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
発
シ
カ
ゴ
行
き
の

豪
華
列
車
に
乗
り
合
わ
せ
た

ジ
ョ
ー
ジ
（
ジ
ー
ン
・
ワ
イ

ル
ダ
ー
）
が
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
る
物
語
で
、原
題
は
「
シ

ル
バ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ク
」、
こ

の
列
車
の
名
前
で
す
。

　

車
内
で
出
会
っ
た
美
術
史

家
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
教
授
の
秘

書
ヒ
リ
ー
（
ジ
ル
・
ク
レ
イ

バ
ー
グ
）
と
一
夜
を
共
に
し

て
い
る
間
に
、
教
授
が
殺
害

さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
ミ
ス
テ

リ
ー
は
始
ま
り
ま
す
。

　

教
授
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の

秘
密
を
知
っ
た
た
め
に
、
美

術
品
贋が

ん
さ
く作
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に

よ
り
殺
害
さ
れ
、
秘
書
の
ヒ

リ
ー
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

の
で
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
は
ヒ

リ
ー
を
守
り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
贋
作
の
真
実
を
求
め
、
Ｆ

Ｂ
Ｉ
捜
査
官
の
ボ
ブ
（
ネ
ッ

ド
・
ビ
ー
テ
ィ
）
や
、
す
り

の
グ
ロ
ー
バ
ー
（
リ
チ
ャ
ー

ド
・
プ
ラ
イ
ア
ー
）
と
、
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
の
ボ
ス
、
デ
ブ

ロ
ー
（
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ク

グ
ー
ハ
ン
）
ら
と
戦
う
の
で

す
が
、
何
と
3
回
も
列
車
か

ら
振
り
落
と
さ
れ
る
の
で
す
。

　

サ
ス
ペ
ン
ス
、
ア
ク
シ
ョ

ン
、
コ
メ
デ
ィ
ー
、
パ
ニ
ッ

ク
な
ど
て
ん
こ
盛
り
の
内
容

で
、
最
後
ま
で
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

　

ラ
ス
ト
は
、
列
車
が
暴
走

し
シ
カ
ゴ
駅
に
突
っ
込
む

シ
ー
ン
。
筆
者
は
こ
の
シ
ー

ン
が
見
た
く
て
映
画
館
に
足

を
運
び
ま
し
た
。

　

ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ

の
音
楽
も
と
て
も
お
し
ゃ
れ

で
、
映
画
を
上
質
な
も
の
に

仕
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

皇
帝
の
い
な
い
八
月

（
１
９
７
８
年
／
監
督
：
山
本
薩
夫
／
脚
本
：

山
田
信
夫
、
渋
谷
正
行
、
山
本
薩
夫
）

【あの頃映画 the BEST 
松竹ブルーレイ・コレク
ション】皇帝のいない八月
3300円（税別）
発売元・販売元：松竹株
式会社
©1978松竹株式会社

大
陸
横
断
超
特
急

（
１
９
７
６
年
／
監
督
：
ア
ー
サ
ー
・
ヒ
ラ

ー
／ 

脚
本
：
コ
リ
ン
・
ヒ
ギ
ン
ズ
）

DVD発売中
1419円（税別）
20世紀フォックス ホー
ム エンターテイメント 
ジャパン

鉄
道
マ
ニ
ア
の

シ
ネ
マ
レ
ビ
ュ
ー
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PR

野菜など豊富にそろう
限定「ロケットソフト」

　

角
田
の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
直
売
所
に

は
角
田
産
の
新
鮮
野
菜
、
旬
の
果
物
、

農
産
加
工
品
な
ど
が
豊
富
に
そ
ろ
う
。

地
元
食
材
も
楽
し
め
る
フ
ー
ド
コ
ー

ト
（
カ
フ
ェ
）
も
併
設
。「
森
の
芽
ぶ

き
た
ま
ご
舎や

」は
各
種
ス
イ
ー
ツ
の
他
、

道
の
駅
か
く
だ
限
定
「
か
く
だ
ロ
ケ
ッ

ト
ソ
フ
ト
」（
４
８
６
円
）
が
評
判
だ
。

「
ぱ
ぴ
ハ
ウ
ス
」
の
イ
タ
リ
ア
ン
ピ
ザ

も
本
格
的
な
味
わ
い
が
楽
し
め
る
。

道の駅かくだ

角田市枝野北島81-1
営／9:00～18:30（直売所、案内窓口）、9:00～18:00
（たまご舎）、11:00～17:00（フードコート）

休／無休（ぱぴハウスは火曜定休）
TEL0224-61-2850

ビール醸造所併設のパブ
出来たてを常時5種用意

　

ビ
ー
ル
醸
造
所
を
併
設
す
る
パ
ブ
。

出
来
た
て
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
常

時
５
種
用
意
す
る
。
取
材
時
は
ユ
ズ
ピ

ー
ル
を
使
っ
た
爽
や
か
な
風
味
が
特

徴
の
「
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ル
エ
レ
メ
ン

ト
Ｎ
ｏ
．
18
」（
写
真
中
央
・
２
８
４

㍉
㍑
５
０
０
円
）
な
ど
が
味
わ
え
た
。

１
８
０
㍉
㍑
ず
つ
３
種
を
飲
み
比
べ

ら
れ
る
「
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ッ
ト
」

（
１
１
０
０
円
）
も
お
薦
め
。
ビ
ー
ル

に
合
う
つ
ま
み
も
あ
る
。

A
ア ル ゴ ン

rgon B
ブリューイング

rewing

塩釜市海岸通10-8　辻文ビル1階
営／17:00～24:00（LO23:00）
休／月曜

TEL022-369-3194

川を臨む商業施設
飲食や買い物楽しんで

　

名
取
市
閖
上
の
名
取
川
沿
い
堤
防

側
帯
の
上
に
、
飲
食
や
販
売
な
ど
30

店
近
く
で
構
成
す
る
商
業
施
設
と
し

て
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
店

舗
は
飲
食
系
が
和
食
、
ラ
ー
メ
ン
、

カ
フ
ェ
、
カ
レ
ー
な
ど
、
販
売
系
は

笹
か
ま
ぼ
こ
、
鮮
魚
、
加
工
品
、
和

菓
子
な
ど
多
彩
。
川
沿
い
の
敷
地
は

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
と
し
て
利
用
で
き
、

川
べ
り
の
心
地
よ
い
風
の
中
で
飲
食

や
買
い
物
が
楽
し
め
る
。

かわまちてらす閖上

名取市閖上1（E65街区1画地）
※営業日時は各店により異なるため、かわまちてら
す閖上のWEBサイトで確認を

TEL022-399-6848

沖縄料理と泡盛を用意
昼は食堂、夜は居酒屋に

　

沖
縄
県
出
身
の
店
主
が
切
り
盛
り

す
る
沖
縄
料
理
店
。
妻
の
古
里
に
一

家
で
移
住
し
、
自
宅
の
１
階
に
開
い

た
。
豚
の
あ
ば
ら
を
と
ろ
と
ろ
に
煮

込
ん
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
軟
骨
ソ

ー
キ
そ
ば
」（
７
５
０
円
）、
優
し
い

甘
さ
の
「
紅
芋
コ
ロ
ッ
ケ
」（
２
個

５
０
０
円
）
な
ど
多
彩
。
昼
は
定
食
、

夜
は
10
種
以
上
の
泡
盛
が
進
む
「
ゴ

ー
ヤ
ー
ち
ゃ
ん
ぷ
る
」（
７
０
０
円
）

も
登
場
す
る
。

がじゅまる

登米市東和町錦織字山谷9
営／11:00～14:00、17:30～24:00
休／月曜、第3日曜
※できれば来店前に問い合わせを

TEL090-8294-6978

隠れ家のような茶房
オリジナル「茶酒」も

　

隠
れ
家
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
茶
房
。

「
深
蒸
し
煎
茶
」
を
は
じ
め
日
本
茶
（
菓

子
付
き
１
５
０
０
円
か
ら
）、
日
本
酒
、

ワ
イ
ン
な
ど
を
昼
夜
通
し
て
提
供
し

て
い
る
。「
カ
カ
オ
と
オ
レ
ン
ジ
の
焙ほ

う

じ
茶
ウ
イ
ス
キ
ー
」
な
ど
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
茶ち

ゃ
し
ゅ酒
」（
１
５
０
０
円
か
ら
）

や
「
昼
天
茶
」（
２
５
０
０
円
か
ら
）

な
ど
「
割か

っ
ぽ
う烹 

天
ぷ
ら 

三
太
郎
」
の
板

前
が
手
掛
け
た
料
理
も
好
評
。
18
時

以
降
の
利
用
は
席
料
７
０
０
円
。

茶房 三
さん

仙台市青葉区立町1-20
営／12:00～23:00
休／月曜、月1回日曜

TEL022-224-1672

※価格は商品（１点）の総額（本体価格＋消費税）
※ LOはラストオーダー

こけしと季節の花
土産や贈り物にいかが

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、
瓶
と
い
っ
た

容
器
の
中
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

を
入
れ
て
専
用
の
オ
イ
ル
で
満
た
し
、

長
く
き
れ
い
な
状
態
で
花
を
観
賞
で

き
る
雑
貨
。
こ
の
ほ
ど
、
か
わ
い
ら

し
い
こ
け
し
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
季
節

の
花
な
ど
が
入
っ
た
新
た
な
グ
ッ
ズ

「
こ
け
し
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」
が
登
場
し

た
。
土
産
や
贈
り
物
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

価
格
は
１
０
０
㍉
㍑
２
３
０
０
円
か

ら
。

おみやげの店 なるみ「こけしハーバリウム」

大崎市鳴子温泉鷲ノ巣87-2
営／8:00～18:30
休／臨時休あり

TEL0229-83-2362

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ



　
「
宮
城
い
き
い
き
学
園
」

の
入
学
式
が
４
月
、
宮
城

県
庁
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

本
年
度
の
入
学
生
は
仙
南
、
大
崎
、
石
巻
、
気
仙
沼
・

本
吉
、
登
米
・
栗
原
の
各

校
合
わ
せ
て
１
３
１
人
。

入
学
式
に
は
在
校
生
も
含

め
約
２
８
０
人
が
出
席
し

た
。

　

同
学
園
は
シ
ニ
ア
の
学

び
の
場
と
し
て
、
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
を
支
援

し
、
地
域
の
担
い
手
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
宮

城
県
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
し
て
い
る
。
県
内
在

住
の
60
歳
以
上
の
方
で
あ

れ
ば
入
学
で
き
る
。 

いきいきライフみやぎ （8）

　

長
年
勤
め
た
福
祉
の
職

場
を
定
年
退
職
す
る
と
同

時
に
、
学
園
に
入
学
し
た
。

「
就
職
し
た
頃
、
福
祉
施
設

に
勤
め
る
人
は
少
な
か
っ

た
。
徐
々
に
福
祉
の
仕
事

が
認
知
さ
れ
て
携
わ
る
人

も
増
え
、世
の
中
が
変
わ
っ

た
と
思
う
」
と
振
り
返
る
。

　

職
場
で
も
資
格
取
得
で

勉
強
に
励
ん
だ
。「
学
生
と

は
違
っ
た
気
持
ち
で
楽
し

く
学
び
、
取
得
し
た
お
か

げ
で
長
く
勤
め
ら
れ
た
」

　

以
前
か
ら
仕
事
を
卒
業

し
た
ら
、
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い

描
い
て
い
た
。「
新
し
く
学

ぶ
気
持
ち
と
、
扉
の
向
こ

う
に
何
が
あ
る
の
か
知
り

た
く
て
、
入
学
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
」
と
ほ
ほ
笑

む
。

　

夫
も
学
園
の
第
20
期
生
。

学
園
は
講
義
だ
け
で
な
く

修
学
旅
行
、
文
化
祭
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
委
員
会
活
動

な
ど
が
あ
る
。
同
世
代
が

集
ま
り
楽
し
く
学
べ
る
と

聞
い
て
い
た
。「
学
校
に
入

り
直
す
気
持
ち
で
自
分
の

分
か
ら
な
い
こ
と
を
発
見

し
た
い
」
と
、
学
び
へ
の

期
待
と
新
し
い
人
と
の
出

会
い
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
る
。

　
「
知
人
も
入
学
し
た
の

で
、
修
学
旅
行
や
文
化
祭

な
ど
を
一
緒
に
つ
く
り
上

げ
て
い
き
た
い
。
世
の
中

は
人
付
き
合
い
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
が
、
私
自
身
、

地
域
の
老
人
会
の
役
員
を

務
め
、
活
動
す
る
場
所
が

あ
る
の
は
幸

せ
な
こ
と
。

さ
ら
に
活
動

の
場
が
広
が

れ
ば
よ
い

と
思
っ
て
い

る
」

　

個
人
の
活

動
と
し
て
、

日
本
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
ケ

ア
協
会
の

「
ワ
ー
カ
ー

認
定
書
」
を

６
年
か
け
て

取
得
し
た
。

音
楽
療
法
の

一
つ
で
心
身

に
快
い
刺
激
を
与
え
、
情

緒
の
安
定
を
図
る
効
果
が

あ
る
と
い
う
。

　

勤
め
て
い
た
福
祉
施
設

を
中
心
に
地
域
の
老
人
会

や
子
ど
も
会
を
訪
問
。し
ゃ

ぼ
ん
玉
、
鈴
、
ば
ち
、
ス

カ
ー
フ
と
い
っ
た
小
道
具

を
使
っ
て
合
唱
、
童
謡
な

ど
を
歌
い
、
踊
っ
て
い
る
。

元
気
な
高
齢
者
が
多
く
な

り
、
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ

て
喜
ば
れ
て
い
る
。
学
園

卒
業
後
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
続
け
て
い
く
。

　

普
段
は
庭
で
草
花
を
育

て
、
四
季
折
々
の
花
を
咲

か
せ
る
の
が
楽
し
み
。
中

で
も
春
一
番
に
咲
く
「
福

寿
草
」
が
好
き
。
雨
の
日

な
ど
月
数
回
は
映
画
観
賞

を
満
喫
し
て
い
る
。「
い
き

い
き
学
園
は
広
く
知
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
要

望
す
る
。

　
「
門
を
た
た
く
こ
と
に

よ
っ
て
知
ら
な
い
世
界
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
う
。
先
の
こ
と
は

分
か
ら
な
い
が
、
何
ら
か

の
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が

ら
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
続
け
ら
れ
れ
ば
と

思
う
」

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
挑
戦

仙
南
校
第
28
期
入
学
生
　
丹
羽 

京
子
さ
ん（
65
）

福祉施設で活動する丹羽さん（右）

「
令
和
の
時
代
と
と
も
に｣

約280人が出席した入学式

　４月に、宮城いきいき学園に入学した２人に、入学の動機や学
園生活に対する期待、趣味などについて語ってもらいました。学園 入学式

仲間との「出会い・ふれあい・学びあい」
新 入 生 イ ン タビ ュー

　宮城いきいき学園はシニアの
学びの場として60歳以上の方
に生涯学習の場、健康と生きが
いづくりの場を提供し、豊かで
充実したシニアライフを送って
いただくことを目的としてい
る。また、高齢者の誰もが住み
慣れた地域で暮らし続けられる
「地域共生社会」の実現に向
けた取り組みを進めるためには
「地域の支え合い」が重要であ
り、その一翼を担う人材の育成
に努めている。

宮城いきいき学園

県内在住の60歳以上の方で定員
は各校40人
●学習日は年間22回（２学年制）
●①仙南校②大崎校③石巻校④
気仙沼・本吉校⑤登米・栗原校
の５校

●入学時に入学金と受講料（年
間）を納入

募 集 要 項

講演する村井知事



  

式
に
先
立
ち
、
村
井
嘉

浩
知
事
に
よ
る
「
創
造
的

な
復
興
の
取
組
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ

り
、
出
席
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
た
。

　

そ
の
後
の
入
学
式
で
は
、

学
園
長
で
県
社
協
の
鈴
木

隆
一
会
長
が
「
向
学
心
に

燃
え
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を

楽
し
み
つ
つ
、地
域
貢
献
活

動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
も
う
と
す
る
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
２
年

間
の
学
園
生
活
が
、
間
も

な
く
始
ま
る
「
令
和
」
の

時
代
と
と
も
に
、
充
実
し

た
生
涯
の
１
ペ
ー
ジ
に
な

り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
た
。  

　

入
学
生
代
表
と
し
て
大

崎
校
の
三
浦
か
つ
子
さ
ん

（
71
）
が
「
私
が
尊
敬
す
る

医
師
の
日
野
原
重
明
先
生

は
２
年
前
に
１
０
５
歳
で

他
界
さ
れ
ま
し
た
が
、
生

前
、
コ
ラ
ム
で
マ
ル
チ
ン
・

ブ
ー
バ
ー
の
『
人
は
新
し

い
こ
と
を
は
じ
め
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
限
り
、
い
つ

ま
で
も
若
い
』
と
い
う
言

葉
を
引
用
し
記
事
に
し
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の

記
事
に
勇
気
と
感
動
を
も

ら
い
ま
し
た
。
加
齢
に
立

ち
向
か
い
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

本
年
度
の
入
学
生
の
平

均
年
齢
は
67
・
４
歳
。
最

高
齢
は
男
性
が
仙
南
校
の

鈴
木
正
一
さ
ん
（
81
）、
女

性
は
石
巻
校
の
佐
藤
二
六

子
さ
ん
（
79
）。
入
学
式
を

皮
切
り
に
各
校
で
は
本
年

度
の
学
園
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

いきいきライフみやぎ（9）

福祉の仕事を求めるあなたと
福祉の職場の懸け橋となります

問い合わせ

ご利用時間
月～金・第3土曜 9:00～17:00
休　　　日
土（第3除く）・日曜、祝日、年末年始
〒980-0014
仙台市青葉区本町3-7-4
宮城県社会福祉会館1階
TEL022-262-9777
FAX022-261-9555

宮城県福祉人材センター宮城県福祉人材センター シニアの学びの場
福祉人材無料職業紹介所福祉人材無料職業紹介所

試験日／10月13日㈰
会場／学校法人北杜学園
　　　仙台医療福祉専門学校
　　　中央校舎（各館）
　　　仙台大原簿記情報公務員
　　　専門学校
※申し込み状況などにより、上記以
外の会場を指定する場合があります
受験料／1万2800円
申し込み受け付け・試験案内配布期
間／6月3日㈪～28日㈮
試験案内／各市区町村、県の各保健
福祉事務所・地域事務所・支所、県庁
1階総合案内で配布

宮城県社会福祉協議会
介護支援専門員試験実施本部
TEL022-216-5382

申し込み・問い合わせ

第22回介護支援専門員
実務研修受講試験

第22回介護支援専門員
実務研修受講試験

(予定)

　

仲
間
と
と
も
に
設
立
し

た
会
社
で
営
業
一
筋
に
約

20
年
勤
め
、
65
歳
の
時
に

後
進
に
道
を
譲
る
た
め
退

職
し
た
。
そ
の
後
は
、
そ

れ
ま
で
兼
業
し
て
い
た
農

業
に
従
事
。
会
社
勤
め
の

頃
は
妻
が
日
中
に
作
業
準

備
や
水
の
管
理
な
ど
を
し
、

休
日
に
耕
起
、
田
植
え
、

稲
刈
り
な
ど
一
連
の
作
業

を
行
っ
た
。
特
に
苗
づ
く

り
は
１
カ
月
以
上
前
に
作

業
を
始
め
る
が
、
そ
の
後

の
水
や
温
度
の
管
理
が
重

要
だ
。

　
「
農
業
を
専
業
で
携
わ

り
、
大
変
な
仕
事
だ
と
あ

ら
た
め
て
知
っ
た
。
農
業

機
械
は
機
能
が
進
歩
す
る

と
と
も
に
大
型
化
し
、
作

業
効
率
が
良
く
な
っ
た
分
、

高
価
な
買
い
物
だ
。
会
社

勤
め
の
頃
は
妻
の
応
援
が

あ
っ
て
こ
そ
兼
業
で
き
た

の
だ
と
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
」

　

近
年
は
農
業
経
営
も
変

化
し
、
大
規
模
経
営
で
な

い
と
利
益
が
期
待
で
き
な

い
。
長
年
耕
作
し
て
き
た

水
田
を
今
年
か
ら
農
業
法

人
に
委
託
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

市
役
所
の
窓
口
に
あ
っ

た
「
宮
城
い
き
い
き
学
園
」

の
募
集
案
内
を
何
気
な
く

手
に
し
て
、
家
に
持
ち
帰

り
じ
っ
く
り
読
ん
だ
。「
学

園
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ

た
。
学
習
内
容
を
読
み
、

２
年
間
こ
の
よ
う
な
内
容

な
ら
入
学
し
て
も
い
い
」

と
思
い
、
説
明
会
に
出
席

し
た
。

　
「
会
場
に
は
知
人
も
い

な
い
し
地
元
の
人
も
い
な

か
っ
た
が
、
入
学
を
決
心

し
た
。
私
の
周
り
に
は
学

園
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

人
は
い
な
い
。
良
い
と
こ

ろ
だ
と
思
う
の
で
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
」

　

入
学
を
決
心
さ
せ
た
の

は
自
身
の
知
識
を
深
め
る

だ
け
で
な
く
、
出
会
い
を

大
切
に
し
た
か
っ
た
。「
こ

の
年
代
に
な
っ
て
も
友
人

を
つ
く
り
た
い
。
多
く
の

友
人
と
出
会
え
る
場
だ
と

思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま

る
授
業
が
楽
し
み
」
と
期

待
す
る
。

　

体
を
動
か
す
の
が
好
き
。

学
園
で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

挑
戦
し
、
健
康
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
興
味
が
あ
り
、

学
園
で
習
得
し
た
知
識
や

体
験
を
基
に
仲
間
と
一
緒

に
福
祉
施
設
と
交
流
す
る

な
ど
、
地
域
貢
献
を
考
え

て
い
る
。

　

地
元
で
は
町
内
会
の
会

計
を
約
10
年
担
当
し
、
農

協
関
係
の
実
行
組
合
長
も

務
め
た
が
、
学
園
生
活
に

集
中
す
る
た
め
全
て
後
任

に
託
し
た
。

　

65
歳
の
時
、
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
始
め
た
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
週
２
回
、
仲
間
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
。

「
ダ
ブ
ル
ス
の
練
習
を
す
る

と
相
当
な
運
動
量
に
な
る
。

心
地
よ
く
汗
を
流
し
た
後
、

親
睦
会
に
参
加
す
る
の
が

楽
し
み
」
と
に
こ
や
か
に

語
る
。

多
く
の
友
人
つ
く
り
た
い

登
米
・
栗
原
校
第
18
期
入
学
生
　
長
谷 

和
夫
さ
ん（
72
）

草刈り作業に汗を流す長谷さん

入学生代表としてあいさつを述べる三浦さん

宮城
いきいき
便り 宮城いきいき
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SUNクラブ行事は022（223）1171へお問い合わせください

宮城県内に在住またはお勤めのおおむね55歳以上の方を対象としています。
問い合わせ先／宮城県社会福祉協議会内SUNクラブ事務局 TEL022（223）1171　入会案内をお送りします

同世代の仲間と楽しく交流しませんか
いきいきSUNクラブでは新規会員を募集中です

入会金なし  年会費3000円（家族会員4000円）で八つの特典

会員紙SUNクラブ
ニュースの送付

特典

1 年2回の会員感謝
イベントにご招待

特典

2 ユニークな趣味の
講座を開催

特典

3 趣味の講座開設や
サークル運営を支援

特典

4

テーマのある会員
旅行を企画・募集

特典

5 音楽や演劇の
鑑賞券を割引販売

特典

6 ベストシーズンの登山
や歩く旅行商品の割引

特典

7 シニア向け情報誌いき
いきライフみやぎの送付

特典

8

同世代の仲間と楽しく交流しませんか

開

催

要

項

■日時／7月24日㈬ 13:00～16:00
■会場／東京エレクトロンホール宮城(宮城県民会館)
■募集人員／会員1000名(先着順で入場無料)
　　　　　　非会員200名(先着順で2000円）
　　　　　　※当日現金での受け付けはしません
■受け付け方法／会員は電話で受け付けます。非会員
は郵便振替口座02200-6-37674、加入者名「いきい
きSUNクラブ」、通信欄に「夏まつり」と記入し賛助

会費を納入してください(後日聴講券を送付します)
■締め切り／非会員のみ7月12日㈮
※会員は前日まで受け付けます
■入場方法／会員は会員カード、非会員は聴講券
※第2部終了後、オスマン・サンコンさんへ会員の代表
の方から花束を贈呈していただきます。希望する方は
申込時にお申し出ください。希望者多数の場合は抽選
です（会員のみ）

2019 会員感謝イベント
いきいきシニア夏まつり

　「以伝」(いでん＝IDEN)は、古い伝統音楽を大事に思う3
人がそれぞれの感性を持ち寄り、昔の曲や今の曲を邦楽器
で気軽に楽しく皆さんと分かち合いたいと結成しました。
　高橋聴雪さんは尺八の古楽器ともいえる「地無尺八」を
使い、江戸時代以前から伝わる「古典尺八本曲」を活動の中
心に据えています。今回は古典本曲だけでなく、箏や三味線
との合奏曲や皆さんにおなじみの日本のメロディーなども

気軽にお楽しみいただけます。
　箏の氏家紘子さんは生田流宮城社教師として東北を拠点
に、さまざまな邦楽コンサートへの出演や子どもたちへの箏
曲指導など、邦楽の普及活動を重ねています。氏家桂子さ
んは仙台市在住で、生田流宮城社師範として中学校で伝統
文化の授業や琴部を指導するなど、地域貢献を目指して研
さんを積んでいます。

　1949年3月11日、西アフリカのギニア共和国生まれ。69
年コナクリ大卒業後ソルボンヌ大に国費留学し、72年にギニ
ア外務省に入省しました。同年大使館開設のため駐日親善
大使として来日し、8年間大使館に勤務しました。
　84年に外務省を休職して再来日。2013年に「外務省板倉
公館」で外務大臣から表彰を受け、17年4月には春の叙勲で
旭日双光章を受章しました。

　現在はNPO法人ギニア日本交流協会の顧問として、ギニ
アと日本の文化やスポーツ交流などで相互の懸け橋として活
躍しています。テレビの番組やコマーシャルにも多数出演さ
れ、お茶の間でもおなじみです。
　今回はギニアの面白く、ためになるお話（中にはうそのよ
うな本当の話もあります）や、助け合って生きる素晴らしさ
を講演します。

profile

profile

【第1部：コンサートの部】

｢以伝」よる邦楽演奏

【第2部：講演の部】

オスマン・サンコン氏｢サンコンの大地の教え」
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子
育
て
に
専
念
し
２
人

の
子
ど
も
が
幼
稚
園
に

入
っ
た
15
年
ほ
ど
前
、
空
い

た
時
間
で
何
か
を
始
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
習
っ
て
み

た
の
で
す
が
、
ど
う
も
ピ
ン

と
来
な
い
。
初
め
て
フ
ラ
ダ

ン
ス
を
体
験
し
、
そ
の
奥
深

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
正
直
な
話
、
高
齢
の

方
が
派
手
な
格
好
を
し
て

フ
ラ
フ
ラ
踊
っ
て
い
る
、
と

い
う
間
違
っ
た
印
象
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
て
の
も
の
に
神
が

宿
っ
て
い
る
と
い
う

「
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
」
の
精
神
が

日
本
に
は
な
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
が
、
フ
ラ

に
は
そ
れ
が
息
づ
い
て
い

る
。
笑
顔
で
踊
れ
る
こ
と
へ

の
感
謝
、
そ
れ
は
自
分
自
身

が
健
康
だ
っ
た
り
フ
ラ
を

楽
し
め
る
環
境
へ
の
感
謝

だ
っ
た
り
を
か
み
し
め
、
一

心
不
乱
に
覚
え
ま
し
た
。

　

実
は
幼
稚
園
児
の
頃
か

ら
高
校
生
ま
で
、
ず
っ
と
日

本
舞
踊
を
習
っ
て
い
ま
し

た
。
高
校
生
の
と
き
に
名
取

を
取
ろ
う
か
ど
う
か
本
気

で
考
え
ま
し
た
。
も
と
も
と

踊
り
を
や
っ
て
い
た
こ
と

や
凝
り
性
の
成
分
が
フ
ラ

を
親
し
む
素
養
に
な
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
オ
を
設
け
て
１

年
に
な
り
、
今
は
50
人
く
ら

い
に
教
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
仙
台
市
内
の
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら

は
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

出
演
す
る
な
ど
活
動
の
幅

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
女

子
刑
務
所
へ
の
慰
問
に
も

行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

　

フ
ラ
は
仕
草
の
一
つ
一

つ
に
意
味
が
あ
る
と
い
う

点
で
手
話
と
同
じ
で
す
し
、

車
い
す
で
も
楽
し
め
る
の

で
、
障
害
の
あ
る
方
に
も
教

え
て
み
た
い
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
い
き
い
き

S
U
N
ク
ラ
ブ
の「
S
U
N

い
き
い
き
ス
ト
レ
ッ
チ
フ

ラ
サ
ー
ク
ル
」
を
始
め
ま
し

た
。
仙
台
市
青
葉
区
通
町
の

ス
タ
ジ
オ
で
第
１・
３
火
曜

は
女
性
、
第
２・
４
火
曜
は

男
性
が
対
象
。
ぜ
ひ
多
く
の

方
に
体
験
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

笑顔でフラを楽しめる環境に感謝
　気仙沼市出身。鼎が浦（現気仙
沼）高を卒業後に2年間の地方公
務員生活を経て、航空会社のカウン
ター業務に就き、仙台空港と新千
歳空港に勤務した。その後結婚し2
人の子どもは現在大学生。長年の日
本舞踊の経験を生かし、着付けな
ども手掛けている。

仙台市太白区　石川 泰子さん（51）

「
フ
ラ
は
仕
草
の
一
つ
一
つ
に
意
味
が

あ
り
ま
す
」
と
石
川
さ
ん

◆投稿の決まり
【お便り・エッセー】
郵便またはEメールで500字程度
【短歌・俳句・川柳・絵手紙】
短歌・俳句・川柳の場合は、はがきまた
はEメールにジャンルを明記
【写真】
簡単な説明と撮影日、場所を明記
▼記入事項
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号
▼宛て先
〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-2-3
宮城県社会福祉協議会
「いきいきライフみやぎ」係
Eメール g024@miyagi-sfk.net
▼注意点
原稿はお返ししません。添削することが
あります。

2019秋号締め切りは
7月26日㈮です

投稿をお待ちしています

二重投稿はご遠慮ください。お便
り・エッセーには、年齢を明記。
採用作品には図書カードを進呈
します

感
動
の
失
せ
て
は
な
ら
じ
と
思
い
つ
つ

ね
ん
ご
ろ
に
読
む
若
き
ら
の
歌
も

美
里
町
　
渡
辺
　
恒
男

梅
の
木
に
ひ
そ
か
に
咲
き
し
花
二
輪

待
ち
に
待
っ
た
か
八
年
待
て
り

仙
台
市
太
白
区
　
芳
野
　
京
子

採
り
た
て
の
青
菜
を
ゆ
が
く
厨
に
は

若
草
色
の
湯
気
か
お
り
立
つ

名
取
市
　
髙
橋
　
ス
ミ
子

年
経
れ
ば
歳
振
る
毎
の
走
馬
燈

老は

は婆
の
話
に
耳
を
傾
け

仙
台
市
泉
区
　
布
施
　
裕
二

マ
マ
に
手
を
引
か
れ
し
幼
振
り
向
き
て

車
椅
子
押
す
我
に
手
を
振
る

登
米
市
　
佐
々
木
　
康
子

平
成
は
吾
の
青
春
風
薫
る

加
美
町
　
板
垣
　
綱
紀

眼
を
凝
ら
す
闇
に
蛍
の
宴
か
な

仙
台
市
泉
区
　
今
野
　
美
智
子

手
つ
か
ず
の
余
生
の
課
題
遍
路
か
な

仙
台
市
太
白
区
　
武
藤
　
正

夏
茣
蓙
に
五
体
沈
め
る
月
夜
か
な

仙
台
市
泉
区
　
矢
口
　
瑛
香

外
鍵
を
か
し
や
り
と
閉
む
る
花
の
冷
え

美
里
町
　
後
藤
　
弓

ピ
ア
ス
穴
開
け
る
勇
気
を
く
れ
る
古
希

大
和
町
　
山
口
　
恵
美
子

定
年
後
番
犬
の
ご
と
暮
ら
す
日
々

仙
台
市
若
林
区
　
関
　
和
幸

失
言
し
お
詫
び
く
り
返
す
政
治
家
よ

白
石
市
　
大
庭
　
美
智
子

令
和
初
俺
は
い
つ
で
も
こ
れ
か
ら
だ

七
ヶ
浜
町
　
佐
々
木
　
稔

見
廻
わ
せ
ば
葬
儀
の
席
で
最
年
長

利
府
町
　
菅
原
　
基
子

短
歌

俳
句

川
柳



　

そ
の
日
の
千
歳
は
抜
け
る

よ
う
な
青
空
、
快
晴
!!　

と

て
も
暖
か
い
。

　

真
新
し
い
園
服
と
帽
子
、

満
面
の
笑
み
で
何
か
誇
ら
し

げ
な
ヒ
マ
ゴ
。
親
た
ち
は
少

し
緊
張
か
な
ぁ
…
。

　

園
長
先
生
の
お
話
、
歌
、

先
生
方
の
紹
介
な
ど
一
通
り

式
も
終
わ
っ
て
集
合
写
真
。

曽
祖
母
の
私
に
も
「
写
真
に

入
っ
て
」
と
声
が
掛
か
り
、

入
れ
て
い
た
だ
き
感
激
で
し

た
。

　

翌
日
、
初
の
送
迎
バ
ス
で

登
園
。
小
さ
な
体
と
心
で
今

に
も
あ
ふ
れ
そ
う
な
涙
を

ぐ
っ
と
我
慢
。
き
っ
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
。
で
も
元
気
に

「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
バ
ス

に
乗
り
ま
し
た
。
帰
り
は
ニ

コ
ニ
コ
顔
で
バ
ス
を
降
り
、

初
登
園
が
無
事
に
終
わ
り
、

い
と
お
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

　

土
・
日
曜
を
挟
ん
で
翌
週

か
ら
１
週
間
「
行
き
た
く
な

い
」
と
泣
く
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
少
し
ず
つ
慣
れ
て

く
れ
る
こ
と
を
祈
る
バ
ー
バ

で
す
。

　

孫
た
ち
３
人
の
入
学
・
卒

業
は
時
間
の
許
す
限
り
出
席

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
孫

に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ

り
、
振
り
返
る
と
今
は
と
て

も
懐
か
し
く
、
そ
の
瞬
間
に

し
か
見
ら
れ
な
い
場
所
に
い

ら
れ
た
こ
と
が
本
当
に
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
で
も
、

こ
の
よ
う
な
場
所
に
出
ら
れ

る
の
は
、
こ
れ
が
最
後
か
も

…
。

　

８
月
に
は
４
歳
に
な
る
ヒ

マ
ゴ
。
た
く
さ
ん
の
方
た
ち

に
支
え
ら
れ
て
健
や
か
に
成

長
し
、
入
園
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
、

幸
せ
に
成
長
す
る
こ
と
を
願

い
千
歳
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

平
均
寿
命
が
毎
年
の
よ
う

に
更
新
さ
れ
て
い
く
今
日
。

人
生
１
０
０
年
時
代
は
、
そ

う
遠
く
な
い
時
に
訪
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

　

親
か
ら
与
え
ら
れ
た
大
切

な
体
を
で
き
る
限
り
大
切
に

す
る
の
は
、
誰
も
が
同
じ
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て

寿
命
を
全
う
し
、
人
生
の
最

期
を
迎
え
る
こ
と
を
望
む
の

は
、
親
に
対
し
て
最
大
の
恩

返
し
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
す
で
に
後
期
高
齢
者

で
、
現
在
数
カ
所
の
病
院
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
い
人
生
を
謳
歌（
お
う
か
）

す
る
に
は
お
金
も
必
要
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
大
事
な
の

は
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

健
康
な
体
が
あ
れ
ば
、
い

つ
ま
で
も
楽
し
ん
で
働
く
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
社
会
貢

献
や
経
済
的
安
定
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
食
事
に
配
慮
し
、
運
動

や
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
取

り
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

日
々
実
践
す
る
の
が
大
切
で

す
。

　

暴
飲
暴
食
の
禁
止
、
飲
酒

は
１
日
お
き
、
禁
煙
な
ど
を

実
践
し
、
体
調
の
良
い
日
は

１
日
３
０
０
０
〜
５
０
０
０

歩
以
上
を
散
歩
し
、
そ
の
途

中
に
簡
単
な
買
い
物
な
ど
を

す
る
こ
と
で
精
神
的
な
健
康

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
家
で
は
起
床
、食
事
、

散
歩
、
読
書
、
就
寝
な
ど
の

繰
り
返
し
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
わ
が
家
の
生
活

目
標
は
「
健
康
」
で
す
。

いきいきライフみやぎ（13）

いきいきサロン 皆さんからの投稿でつくる、皆さんのページです 投稿募集中

お
便
り

ヒ
マ
ゴ
の
入
園

仙
台
市
若
林
区
　
菅
原
智
子（
76
）

健
康

仙
台
市
泉
区
　
星
宮
守（
85
）

清
廉
花（
山
形
県
大
江
町
）

大
河
原
町
　
吾
妻
克
美（
67
）

イ
ワ
カ
ガ
ミ
咲
く

蔵
王
山（
川
崎
町
）

　
　
　
仙
台
市
宮
城
野
区

　
　
　
安
達
良
子（
82
）

大
崎
市
　
久
保
原
六
郎（
79
）

多
賀
城
市
　
鈴
木
朝
夫（
82
）

宮城県社会福祉協議会いきがい健康課

TEL022-223-1171 http://www.miyagi-sfk.net/

申し込み・問い合わせ

第27回
宮城シニア美術展

第27回
宮城シニア美術展
■募 集 対 象／日本画・洋画・書・写真・工芸の5部門
■テ ー マ／自由
■応 募 資 格／県内在住の60歳以上のアマチュアの方
■出展申込料／1作品500円(出展は各部門1人1点)
■申 込 期 間／7月1日㈪～10月31日㈭
■展 示 会 場／宮城県美術館 県民ギャラリー
■展 示 期 間／11月28日㈭～12月1日㈰　※入場無料
■審　　　査／各部門専任審査員が審査します(表彰式あり)
■優 秀 作 品／ 2020年開催の「ねんりんピック岐阜2020」の
　　　　　　　  美術展部門へ出展させていただきます

作品
募集
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LiFEi  k i i k  i

れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
順

番
に
次
の
欲
求
が
現
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
を

参
照
）

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
特
に
２

と
３
に
属
す
る
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　
「
安
全
の
欲
求
」
と
し
て
相

続
・
遺
言
の
書
き
方
・
成
年

後
見
制
度
の
利
用
・
Ｄ
Ｖ
・

虐
待
・
土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ

ル
・
高
齢
で
ア
パ
ー
ト
が
見

つ
か
ら
な
い
な
ど
、
身
の
安

全
を
守
る
も
の
。

　

ま
た
配
偶
者
や
親
の
様
子

が
以
前
と
違
っ
て
き
た
が
、

認
知
症
か
他
に
病
気
が
あ
る

の
か
心
配
と
い
う
家
族
の
健

康
不
安
な
ど
の
相
談
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
「
所
属
と
愛
の
欲
求
」
で
は

寂
し
い
・
生
き
が
い
が
な
い
・

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
・
家
族
関
係
な
ど
、
家
族

や
友
人
の
一
員
に
属
し
た
い

と
い
う
欲
求
か
ら
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
員
が
話
を
お
聴
き
す

る
過
程
で
自
ら
気
持
ち
が
整

理
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
不
安
や
孤
立
感
の
緩
和

に
も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
安
全
や
所
属
、
愛
の

欲
求
が
慢
性
的
に
満
た
さ
れ

な
い
と
抑
う
つ
・
不
安
・
身

体
へ
の
影
響
な
ど
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
長
引
く
こ
と
の
な

い
よ
う
対
処
し
た
い
も
の
で

す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
解
決
の

糸
口
を
見
い
だ
す
手
助
け
と

し
て
、
法
律
相
談
や
医
療
相

談
な
ど
の
専
門
相
談
を
設
け

て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
以

外
に
適
切
な
窓
口
が
あ
る
場

合
に
は
、
お
調
べ
し
て
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
匿
名
で
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

昔
か
ら
「
病
は
気
か
ら
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
心
と

身
体
は
密
接
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
自
分
自
身
の
心
配
や

悩
み
を
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
５

段
階
説
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

心
の
点
検
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

事
情
が
あ
り
出
向
く
の
が

困
難
と
い
う
方
は
電
話
で
の

相
談
も
で
き
ま
す
。
ご
心
配

な
ど
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
予
約

の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

い　い　老　後

TEL022-223-1165問い合わせ先

宮城県社会福祉協議会 総合相談センター
月～金曜 9:00～17:00相 談 受 付

※法律・医療相談は予約制（無料で相談できます）専 門 相 談
●法律（弁護士） 　第1･3水曜13:30～15:30
  　　　　　　　  財産･相続･遺言･成年後見制度･DV･虐待被害 他
●医療（精神科医） 第4木曜 13:30～15:30
                    　  認知症･うつ･心の悩み･人間関係 他
●保健･介護等（保健師等） 
                    　  月～金曜 9:00～17:00
                    　  健康管理・保健衛生・家庭介護・福祉サービス 他

※いずれも祝日、年末年始は除く

宮城県社会福祉協議会 総合相談センター

発行／社会福祉法人宮城県社会福祉協議会
　　　 〒980-0011  仙台市青葉区上杉1丁目2-3
　　　 TEL022-223-1171  FAX022-223-1151
企画編集／                     協力／宮城河北会
〒980-8660　仙台市青葉区五橋1-2-28

3月・6月・9月の20日と12月中旬に発行
宮城県のシニア世帯に10万部配布しています。

記事に関するお問い合わせは
TEL022（225）8477  FAX022（223）1151

広告に関するお問い合わせは
河北新報社営業局営業部 TEL022（211）1318

　新元号が「令和」となり、その出典は「万葉集」で国
書から初めての採用となりました。
　天皇陛下の即位を祝う一般参賀には14万人以上が
足を運び、祝賀ムードに包まれました。ご愛読者の皆さ
まも即位をお祝いするとともに、新時代に期待を寄せ
ておられることと思います。
　今号では島特集として気仙沼大島大橋の開通にス
ポットを当てました。同大橋の開通は島民の長年の夢
でありましたが、やっとかないました。職場でも10連
休に行った方がいてクルマ、クルマで大混雑だったそ
うです。島ににぎわいと潤いをもたらす新時代の架け
橋となることを願っています。
　昭和から平成、そして新時代の令和になり年を感じ
ていますが、生きがいを見つけ健康寿命を延ばすため
何かに挑戦してみたいと考えているところです。
　ご愛読者の皆さまも多様な趣味や特技をお持ちだ
と思いますが、新時代とともに新しいことにチャレンジ
してみてはどうでしょうか。（E.T）

●●● 編 集 後 記 ●●●

回答 宮城県社会福祉協議会 総合相談センター

QA　年を
重
ね
る
と
定
年
を
迎

え
た
り
、
年
齢
的
に
信
頼
を

置
い
て
き
た
人
と
の
別
れ
も

増
え
た
り
す
る
の
で
、
喪
失

感
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な

る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
身
の
回
り
の
整
理
や

将
来
に
向
け
た
財
産
整
理
な

ど
の
準
備
も
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

心
配
事
や
悩
み
事
は
抱
え

込
ま
ず
、
早
め
に
解
決
し
て

心
の
負
担
を
軽
く
し
た
い
で

す
ね
。

　

誰
も
が
他
者
と
関
わ
り
た

い
、
安
全
に
身
を
守
っ
て
生

活
し
た
い
と
い
っ
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
欲
求
を
持
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
は
ア
メ

リ
カ
の
心
理
学
者
マ
ズ
ロ
ー

の
「
欲
求
５
段
階
説
」
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰

も
が
持
っ
て
い
る
五
つ
の
階

層
化
さ
れ
た
欲
求
と
し
て

１
「
生
理
的
欲
求
」
食
物
・

酸
素
・
水
・
睡
眠
な
ど
生
命

を
維
持
し
た
い
と
い
う
欲
求

２
「
安
全
の
欲
求
」
身
の
安

全
・
不
安
・
法
・
身
分
の
安

定
な
ど
身
の
安
全
を
守
り
た

い
と
い
う
欲
求

３
「
所
属
と
愛
の
欲
求
」
孤

独
を
避
け
、
家
族
や
友
人
の

一
員
な
ど
集
団
に
属
し
た
い

と
い
う
欲
求

４
「
承
認
の
欲
求
」
自
分
に

対
す
る
評
価
で
あ
る
自
尊
心

の
欲
求
や
他
者
か
ら
承
認
や

信
望
を
得
た
い
な
ど
の
欲
求

５
「
自
己
実
現
の
欲
求
」
自

分
自
身
の
本
性
に
忠
実
に
な

り
開
花
さ
せ
た
い
と
い
う
欲

求と
解
説
し
て
い
ま
す
。
初
め

の
欲
求
が
あ
る
程
度
満
た
さ

　

年
を
重
ね
る
に
連
れ
て
人
と
の
付
き
合
い
が
狭
ま

り
、
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
将
来
に
向
け
て
準

備
す
る
こ
と
も
多
い
の
に
、
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で

手
に
付
き
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
70
代
男
性
）

健康・暮らし相談

心配事や悩み事は早めに解決を

5 自己実現の欲求5 自己実現の欲求

1 生 理 的 欲 求1 生 理 的 欲 求

2 安 全 の 欲 求2 安 全 の 欲 求

3 所属と愛の欲求3 所属と愛の欲求

4 承 認 の 欲 求4 承 認 の 欲 求

マズローの欲求5段階説
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